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1．調査概要 
(1)調査目的 

札幌保健医療大学大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程(仮称)設置計画検討の

ため、本アンケート調査により事業所の人材需要等を把握し、設置計画の基礎資料とする

ことを目的とする。 

 

(2)調査対象 

設置が検討される新研究科の専攻分野から選定した卒業生の就職先として考えられる事業

所 

 

(3)実施時期 

2021 年 9 月 30 日～2021 年 11 月 1 日 

 

(4)回収状況 

本調査では 77 事業所を対象にアンケート調査票を配布し、34 件のアンケートを回収する

ことが出来た(回収率 44.2%) 

 

(5)調査方法 

調査票による定量調査(アンケート調査) 

 

(6)利用調査票   

添付アンケート調査票参照 
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2．調査・分析結果の要旨 
(1)調査結果の要旨 
①事業所の種別 

回答事業所の種別は、｢病院・診療所｣15 事業所(44.1%)が最も多く、｢訪問看護ステーシ

ョン｣12 事業所(35.3%)、｢介護保険関連施設｣5 事業所(14.7%)と続いている。 
 
②回答者の属性 

回答者の属性は、｢看護部の管理者または採用担当者｣16 事業所(47.1%)が最も多く、4
割以上となっており、｢訪問看護ステーションの管理者または採用担当者｣7 事業所

(20.6%)、｢介護保険関連施設の管理者または採用担当者｣5 事業所(14.7%)と続いている。 
 
③看護職者および管理栄養士の人数(常勤) 

回答事業所の看護職者および管理栄養士の人数(常勤)は下記のとおり。 

 

 
④必要な人材 
回答事業所における必要な人材は、｢健康生活向上支援領域｣｢健康生活再生支援領域｣各

20 事業所(43.5%)となっており、｢どちらの領域も必要としない｣は 3 事業所(6.5%)となっ

ている。 
 
⑤修了生の採用意向・人数 

回答事業所の札幌保健医療大学｢大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程(仮
称)｣修了生の採用意向人数は、｢採用したい｣が 9 事業所 21 人、｢採用を検討したい｣が 13
事業所(うち 1 事業所は人数未回答)15 人となっており、これらの合計は人数を回答した事

業所のみで 36 人となっている。 
 
⑥採用の前提となる保有資格・免許 
回答事業所の札幌保健医療大学｢大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程(仮

称)｣修了生の採用の際に前提となる保有資格・免許について、｢看護師｣18 事業所(52.9%)
が最も多く、｢管理栄養士｣9 事業所(26.5%)、｢保健師｣5 事業所(14.7%)と続いている。 
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(2)分析結果の要旨 
採用意向で人数が未回答であった事業所の採用希望人数を保守的に 1 事業所当たり 1 人

と仮定した場合、調査結果に基づく札幌保健医療大学｢大学院保健医療学研究科保健医療

学専攻修士課程(仮称)｣修了生の推計採用意向人数は、｢採用したい｣のみで 21 人となり入

学定員(5 人)の 4.2 倍、｢採用を検討したい｣まで含めると 37 人で入学定員(5 人)の 7.4 倍と

なる。 
以上から、札幌保健医療大学｢大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程(仮称)｣

修了生に対する一定の採用需要があるといえる。(P9) 
 
また、回答事業所が必要とする人材について、｢Q4.必要な人材」では「健康生活向上支

援領域」および「健康生活再生支援領域」の各領域が養成する人材を、それぞれ 20 事業

所（各 43.5%）が必要としており(P8)、新研究科の教育・研究の特色やそこで養成する

「地域に暮らす人々の健康生活の向上を支援する専門職人材」「健康障害をもつ人々の健

康回復と生活再生を支援する専門職人材」と社会需要の整合性が確認できる。 
 従って、今後、教育・研究の質担保によって優秀な修了生が社会で活躍することが、札

幌保健医療大学 大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程(仮称)の評価を高め、採

用需要を拡大する重要な成功要因になると考える。 
一方、「Q5.採用意向」では、回答した 34 事業所のうち 13 事業所(38.2％)が「どちらと

もいえない」と回答している (P9)ことから、この層には当該研究科の教育・研究の特色や

方針が十分に伝わっていないと推察される。 
従って、教育・研究の特色や養成する人材像について丁寧に説明したうえで、就職先と

なる事業所連携を強化することも今後の課題となる。 
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3．全体集計結果 
Q1)事業所の種別 

回答事業所の種別は、｢病院・診療所｣15 事業所(44.1%)が最も多く、｢訪問看護ステーシ

ョン｣12 事業所(35.3%)、｢介護保険関連施設｣5 事業所(14.7%)と続いている。 
 

 
Q1) 貴機関・貴施設の種別をお答えください。 

 

 
*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

回答数（事業所） 構成比（％）
全体 34 100.0%
病院・診療所 15 44.1%
保健所・保健センター 0 0.0%
訪問看護ステーション 12 35.3%
介護保険関連施設 5 14.7%
栄養ケアステーション 2 5.9%
一般企業 0 0.0%
その他 0 0.0%
未回答・無効回答 0 0.0%
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Q2)回答者の属性 
回答者の属性は、｢看護部の管理者または採用担当者｣16 事業所(47.1%)が最も多く、4

割以上となっており、｢訪問看護ステーションの管理者または採用担当者｣7 事業所

(20.6%)、｢介護保険関連施設の管理者または採用担当者｣5 事業所(14.7%)と続いている。 

 
 

Q2)ご回答者様について、あてはまる状況をお答えください。 

 

 
*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

  

回答数（事業所） 構成比（％）
全体 34 100.0%
看護部の管理者または採用担当者 16 47.1%
保健所・保健センターの管理者 0 0.0%
訪問看護ステーションの管理者または採用担当者 7 20.6%
介護保険関連施設の管理者または採用担当者 5 14.7%
栄養ケアステーションの管理者または採用担当者 2 5.9%
一般企業の管理者または採用担当者 3 8.8%
その他 1 2.9%
未回答・無効回答 0 0.0%
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Q3)看護職者および管理栄養士の人数（常勤） 

回答事業所の勤務している看護職者および管理栄養士の人数(常勤)は以下のとおりと

なっている。 
 
Q3)貴機関・貴施設に勤務されている看護職者および管理栄養士の人数(常勤)をお答えください。

(主に従事されるものをベースに、概数でお答えください。) 

 

 
（参考）人数分布 

 

 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

事業者数(事業所) 常勤人数(人) 事業者数(事業所) 常勤人数(人) 事業者数(事業所) 常勤人数(人) 事業者数(事業所) 常勤人数(人)
合計 30 3,495 合計 23 52 合計 20 90 合計 27 135

看護師 保険師 助産師 管理栄養士

回答数（事業所） 構成比（％）
全体 34 100.0%

50名未満 21 61.8%

50-99名 2 5.9%

100-299名 6 17.6%

300-499名 4 11.8%

500-999名 1 2.9%

1,000名以上 0 0.0%

未回答・無効回答 0 0.0%
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Q4)必要な人材 
回答事業所における必要な人材は、｢健康生活向上支援領域｣｢健康生活再生支援領域｣各

20 事業所(43.5%)となっており、｢どちらの領域も必要としない｣は 3 事業所(6.5%)となっ

ている。 

 

Q4)札幌保健医療大学「大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程（仮称）」の領域が     

養成する人材について、貴機関・貴施設において必要と思われる人材をお答えください。

（あてはまるものすべてに〇をしてください） 

 

 
*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

  

回答数（事業所） 構成比（％）
全体 46 100.0%
健康生活向上支援領域 20 43.5%
健康生活再生支援領域 20 43.5%
どちらの領域も必要としない 3 6.5%
未回答・無効回答 3 6.5%
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Q5)-1 修了生の採用意向 
回答事業所の札幌保健医療大学｢大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程(仮

称)｣修了生の採用意向について、｢採用したい｣が 9 事業所(26.5%)、｢採用を検討したい｣が

12 事業所(35.3%)でこれらの合計が 21 事業所(61.8%)となり、6 割以上の事業所が札幌保

健医療大学｢大学院保健医療学専攻修士課程(仮称)｣修了生に対する何らかの採用意向を持

っていることがわかる。一方、｢どちらともいえない｣は 13 事業所(38.2%)、｢採用しない｣

と回答した事業所はなかった。 
 
 

Q5)貴機関・貴施設において、札幌保健医療大学「大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修

士課程(仮称)」が養成する人材(修了生)を採用したいと思われますか。 

 

 
*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

  

回答数（事業所） 構成比（％）
全体 34 100.0%
採用したい 9 26.5%
採用を検討したい 12 35.3%
どちらともいえない 13 38.2%
採用しない 0 0.0%

 未回答・無効回答 0 0.0%
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Q5)-2 修了生の採用意向人数 
回答事業所の札幌保健医療大学｢大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程(仮

称)｣修了生の採用意向人数は、｢採用したい｣が 9 事業所 21 人、｢採用を検討したい｣が 13
事業所(うち 1 事業所は人数未回答)15 人となっており、これらの合計は人数を回答した事

業所のみで 36 人となっている。 
 

Q5)-2 札幌保健医療大学｢大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程(仮称)｣ 

修了生の採用意向人数 

 
  

上記の数値は札幌保健医療大学｢大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程(仮
称)｣修了生の採用需要をまとめたもので、｢採用したい｣のみで入学定員(5 人)の 4.2 倍、

｢採用を検討したい｣まで含めると 7.2 倍となる。 
以上から、札幌保健医療大学｢大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程(仮称)｣

修了生に対する一定の採用需要があるといえる。 
  

Q5）採用意向
採用したい　　 9事業所→計21人 0事業所→未回答
採用を検討したい 12事業所→計15人 1事業所→未回答

採用希望人数内訳（人）
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Q5)-3 採用の前提となる保有資格・免許 ＊あてはまるものすべて 
回答事業所の札幌保健医療大学｢大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程(仮

称)｣修了生の採用の際に前提となる保有資格・免許について、｢看護師｣18 事業所(52.9%)
が最も多く、｢管理栄養士｣9 事業所(26.5%)、｢保健師｣5 事業所(14.7%)と続いている。 

 
 

Q5)-3 採用の前提となる保有資格・免許 

 

 
*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

 

  

回答数（事業所） 構成比（％）
全体 34 100.0%
看護師 18 52.9%
保健師 5 14.7%
助産師 2 5.9%
管理栄養師 9 26.5%
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Q6)進学の奨励 
回答事業所の札幌保健医療大学｢大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程(仮

称)｣への進学奨励について、｢本人の意思に任せる｣18 事業所(52.9%)が最も多く、｢現職の

まま(社会人として)進学を奨励したい｣9 事業所(26.5%)、｢わからない｣4 事業所(11.8%)と
続いている。 

 
 
Q6)貴機関・貴施設で勤務されている人材を札幌保健医療大学｢大学院保健医療学研究科保健

医療学専攻修士課程(仮称)｣で学ばせるために、進学のご奨励についてお答えください。 

 

 
*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

  

回答数（事業所） 構成比（％）
全体 34 100.0%
現職のまま（社会人として）進学を奨励したい 9 26.5%
研修制度・休職制度などを利用させ進学を奨励したい 0 0.0%
本人の意思に任せる 18 52.9%
進学を奨励する予定はない 3 8.8%
わからない 4 11.8%

 未回答・無効回答 0 0.0%
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Q7)札幌保健医療大学｢大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程(仮称)｣に期待する

点・要望 
Q7)札幌保健医療大学｢大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程(仮称)｣に対して、 

期待される点やご要望がありましたら、ご自由にお書きください。 

 
  

Q7
説明の内容だけではどのような領域の研究となるのかイメージがつきにくいのですが、領域を特定するのではなく保健
医療全般（栄養学も含む）をベースに地域生活者の生活、疾病の過程への支援など広く探求するということでしょうか？
だとすると今後の人口構造や社会構造へ対応する人材育成が期待できると感じました。社会人入学者への配慮はぜ
ひお願いします（サテライトｅｔｃ）。
低栄養、貧血、偏食によるＤＭ、腎、肝、障害‥ｅｔｃ、栄養を課題とした方は非常に多く、そのアプローチが訪看Ｎｓに求
められていると思っています。一方で食事を摂るプロセスは毎日のことなので、経済的、本人の嗜好、価値感、社会資
源（サポート）によって分かっていてもできないことが多いです（病院や施設のように画一化できない）。研究専門性を
高めることは非常に大切でありますが、一方で地域で実践できる形にどのように広げていくかを提案サポートできる人
材を期待します。
専門性を身に付けた人材の育成とともに人間力も高めていただければと思います。
専門分野での認定看護師がステーションに在住している事は、利用者にとってとても安心ができると思われます。私達
のステーションは、看護師として勤務経験が3年以上の方を採用しているため、すぐの採用は難しいと思われます。
コロナ禍などでも活躍してもらえるような人材育成。
栄養に加しいNｓが地域にいるととても心強いと思います。
現在はニーズが少ない。高齢化、少子化社会には必要になるかもしれません。また、実際にはどのような立場で役割を
果たしていただくことが良いのか採用する側として悩みます。
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4．札幌保健医療大学｢大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程(仮称)｣
への関心分析 
札幌保健医療大学｢大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程(仮称)｣の関心層 
札幌保健医療大学｢大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程(仮称)｣への関心を

分析するため、次のとおり｢関心層｣を定義する。 
Q5)-1 において、修了生を｢採用したい｣9 事業所(26.5%)、｢採用を検討したい｣12 事業所

(35.3%)と回答した計 21 事業所(61.8%)を｢関心層｣と定義し、次項より｢関心層｣の傾向を分

析する。 
 

Q5)貴機関・貴施設において、札幌保健医療大学「大学院保健医療学研究科保健医療学

専攻修士課程(仮称)」が養成する人材(修了生)を採用したいと思われますか。 

 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 
*次頁以降の集計は、各設問から未回答・無効回答を除いて集計 

  

回答数（事業所） 構成比（％）
全体 34 100.0%
採用したい 9 26.5%
採用を検討したい 12 35.3%
どちらともいえない 13 38.2%
採用しない 0 0.0%

 未回答・無効回答 0 0.0%

 関心層 
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Q1)事業所の種別×Q5)-1 採用意向 
関心層の事業所の種別は、｢訪問看護ステーション｣9 事業所(42.9%)が最も多く、｢病

院・診療所｣7 事業所(33.3%)、｢介護保険関連施設｣3 事業所(14.3%)と続いている。 
また、dif(関心層での比率－全体平均での比率)では、関心層と事業所の種別で｢訪問看

護ステーション｣と回答した層に相関性がみられ、「栄養ケアステーション」と回答し

た層にやや相関性がみられる。 
 
 

Q1)事業所の種別と Q5)-1 採用意向との相関性 
単位：（事業所）（%） 

 
上記は、表頭(表の上側)に｢Q5)-1 札幌保健医療大学大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程(仮称)修了生の

採用意向｣を尋ねた質問の回答を記載。 

それぞれの回答者の中での、回答数と構成比(%)を記載した。 

構成比(%)は表頭の「調査数」が 100%となるように計算。 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

*未回答・無効回答を除いて集計 

*dif＝関心層での比率－全体平均での比率 

  

Q1)種別 ｄｉｆ

調査数 34 100.0% 9 100.0% 12 100.0% 21 100.0% 13 100.0% 0 0.0%

病院・診療所 15 44.1% 1 11.1% 6 50.0% 7 33.3% -10.8% 8 61.5% 0 0.0%

保健所・保健センター 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

訪問看護ステーション 12 35.3% 4 44.4% 5 41.7% 9 42.9% 7.6% 3 23.1% 0 0.0%

介護保険関連施設 5 14.7% 3 33.3% 0 0.0% 3 14.3% -0.4% 2 15.4% 0 0.0%

栄養ケアステーション 2 5.9% 1 11.1% 1 8.3% 2 9.5% 3.6% 0 0.0% 0 0.0%

一般企業 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

どちらともいえない 採用しない全体平均 採用したい 採用を検討したい 関心層
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Q2)回答者の属性×Q5)-1 採用意向 
関心層の回答者の属性は、｢看護部の管理者または採用担当者｣10 事業所(47.6%)が最

も多く、｢訪問看護ステーションの管理者または採用担当者｣4 事業所(19.0%)、｢介護保

険関連施設の管理者または採用担当者｣3 事業所(14.3%)と続いている。 
また、dif(関心層での比率－全体平均での比率)では、関心層と回答者の属性で｢栄養ケ

アステーションの管理者または採用担当者｣と回答した層にやや相関性がみられる。 
 
 

Q2)回答者の属性と Q5)-1 採用意向の相関性 
単位：（事業所）（%） 

 
上記は、表頭(表の上側)に｢Q5)-1 札幌保健医療大学大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程(仮称)修了生の

採用意向｣を尋ねた質問の回答を記載。 

それぞれの回答者の中での、回答数と構成比(%)を記載した。 
構成比(%)は表頭の「調査数」が 100%となるように計算。 
*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 
*未回答・無効回答を除いて集計 
*dif＝関心層での比率－全体平均での比率 

 
  

Q2)回答者状況 ｄｉｆ

調査数 34 100.0% 9 100.0% 12 100.0% 21 100.0% 13 100.0% 0 0.0%

看護部の管理者または採用担当者 16 47.1% 3 33.3% 7 58.3% 10 47.6% 0.6% 6 46.2% 0 0.0%

保健所・保健センターの管理者 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

訪問看護ステーションの管理者または採用担当者 7 20.6% 1 11.1% 3 25.0% 4 19.0% -1.5% 3 23.1% 0 0.0%

介護保険関連施設の管理者または採用担当者 5 14.7% 3 33.3% 0 0.0% 3 14.3% -0.4% 2 15.4% 0 0.0%

栄養ケアステーションの管理者または採用担当者 2 5.9% 1 11.1% 1 8.3% 2 9.5% 3.6% 0 0.0% 0 0.0%

一般企業の管理者または採用担当者 3 8.8% 1 11.1% 1 8.3% 2 9.5% 0.7% 1 7.7% 0 0.0%

その他 1 2.9% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% -2.9% 1 7.7% 0 0.0%

どちらともいえない 採用しない全体平均 採用したい 採用を検討したい 関心層
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Q3)-1 看護職者および管理栄養士の人数(常勤)：看護師×Q5)-1 採用意向 
関心層の看護師の常勤人数は、｢50 名未満｣15 事業所(71.4%)が最も多く、｢100-299

名｣4 事業所(19.0%)、｢300-499 名｣｢500-999 名｣各 1 事業所(4.8%)と続いている。 
また、dif(関心層での比率－全体平均での比率)では、関心層と看護師の常勤人数で

｢50 名未満｣と回答した層に相関性がみられ、｢500-999 名｣と回答した層にもやや相関性

がみられる。 
 
 

Q3)-1 常勤人数(看護師)と Q5)-1 採用意向の相関性 
単位：（事業所）（%） 

 
上記は、表頭(表の上側)に｢Q5)-1 札幌保健医療大学大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程(仮称)修了生の

採用意向｣を尋ねた質問の回答を記載。 

それぞれの回答者の中での、回答数と構成比(%)を記載した。 
構成比(%)は表頭の「調査数」が 100%となるように計算。 
*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 
*未回答・無効回答を除いて集計 
*dif＝関心層での比率－全体平均での比率 

 
  

Q3)常勤人数　看護師 ｄｉｆ

調査数 34 100.0% 9 100.0% 12 100.0% 21 100.0% 13 100.0% 0 0.0%

50名未満 22 64.7% 9 100.0% 6 50.0% 15 71.4% 6.7% 7 53.8% 0 0.0%

50-99名 1 2.9% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% -2.9% 1 7.7% 0 0.0%

100-299名 7 20.6% 0 0.0% 4 33.3% 4 19.0% -1.5% 3 23.1% 0 0.0%

300-499名 3 8.8% 0 0.0% 1 8.3% 1 4.8% -4.1% 2 15.4% 0 0.0%

500-999名 1 2.9% 0 0.0% 1 8.3% 1 4.8% 1.8% 0 0.0% 0 0.0%

1,000名以上 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

どちらともいえない 採用しない全体平均 採用したい 採用を検討したい 関心層
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Q3)-2 看護職者および管理栄養士の人数(常勤)：保健師×Q5)-1 採用意向 
関心層の保健師の常勤人数は、｢50 名未満｣21 事業所(100.0%)となっていることか

ら、dif(関心層での比率－全体平均での比率)による相関性はみられなかった。 
 
 

Q3)-2 常勤人数(保健師)と Q5)-1 採用意向の相関性 
単位：（事業所）（%） 

 
上記は、表頭(表の上側)に｢Q5)-1 札幌保健医療大学大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程(仮称)修了生の

採用意向｣を尋ねた質問の回答を記載。 

それぞれの回答者の中での、回答数と構成比(%)を記載した。 
構成比(%)は表頭の「調査数」が 100%となるように計算。 
*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 
*未回答・無効回答を除いて集計 
*dif＝関心層での比率－全体平均での比率 

 
 
  

Q3)常勤人数　保健師 ｄｉｆ

調査数 34 100.0% 9 100.0% 12 100.0% 21 100.0% 13 100.0% 0 0.0%

50名未満 34 100.0% 9 100.0% 12 100.0% 21 100.0% 0.0% 13 100.0% 0 0.0%

50-99名 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

100-299名 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

300-499名 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

500-999名 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

1,000名以上 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

どちらともいえない 採用しない全体平均 採用したい 採用を検討したい 関心層
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Q3)-3 看護職者および管理栄養士の人数(常勤)：助産師×Q5)-1 採用意向 
関心層の助産師の常勤人数は、｢50 名未満｣20 事業所(95.2%)が最も多く、｢50-99 名｣

1 事業所(4.8%)と続いている。 
また、dif(関心層での比率－全体平均での比率)では、関心層と助産師の常勤人数で

｢50-99 名｣と回答した層にやや相関性がみられる。 
 
 

Q3)-3 常勤人数(助産師)と Q5)-1 採用意向の相関性 
単位：（事業所）（%） 

 
上記は、表頭(表の上側)に｢Q5)-1 札幌保健医療大学大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程(仮称)修了生の

採用意向｣を尋ねた質問の回答を記載。 

それぞれの回答者の中での、回答数と構成比(%)を記載した。 
構成比(%)は表頭の「調査数」が 100%となるように計算。 
*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 
*未回答・無効回答を除いて集計 
*dif＝関心層での比率－全体平均での比率 

 
  

Q3)常勤人数　助産師 ｄｉｆ

調査数 34 100.0% 9 100.0% 12 100.0% 21 100.0% 13 100.0% 0 0.0%

50名未満 33 97.1% 9 100.0% 11 91.7% 20 95.2% -1.8% 13 100.0% 0 0.0%

50-99名 1 2.9% 0 0.0% 1 8.3% 1 4.8% 1.8% 0 0.0% 0 0.0%

100-299名 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

300-499名 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

500-999名 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

1,000名以上 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

どちらともいえない 採用しない全体平均 採用したい 採用を検討したい 関心層

-学生確保（資料）-112-



20 
                        

Q3)-4 看護職者および管理栄養士の人数(常勤)：管理栄養士×Q5)-1 採用意向 
関心層の管理栄養士の常勤人数は、｢50 名未満｣20 事業所(95.2%)が最も多く、｢50-99

名｣1 事業所(4.8%)と続いている。 
また、dif(関心層での比率－全体平均での比率)では、関心層と管理栄養士の常勤人数

で｢50-99 名｣と回答した層にやや相関性がみられる。 
 
 

Q3)-4 常勤人数（管理栄養士）と Q5)-1 採用意向の相関性 
単位：（事業所）（%） 

 
上記は、表頭(表の上側)に｢Q5)-1 札幌保健医療大学大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程(仮称)修了生の

採用意向｣を尋ねた質問の回答を記載。 

それぞれの回答者の中での、回答数と構成比(%)を記載した。 
構成比(%)は表頭の「調査数」が 100%となるように計算。 
*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 
*未回答・無効回答を除いて集計 
*dif＝関心層での比率－全体平均での比率 

 

  

Q3)常勤人数　管理栄養士 ｄｉｆ

調査数 34 100.0% 9 100.0% 12 100.0% 21 100.0% 13 100.0% 0 0.0%

50名未満 33 97.1% 8 88.9% 12 100.0% 20 95.2% -1.8% 13 100.0% 0 0.0%

50-99名 1 2.9% 1 11.1% 0 0.0% 1 4.8% 1.8% 0 0.0% 0 0.0%

100-299名 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

300-499名 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

500-999名 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

1,000名以上 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

どちらともいえない 採用しない全体平均 採用したい 採用を検討したい 関心層
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Q6)進学奨励×Q5)-1 採用意向 
 関心層の進学の奨励について、｢本人の意思に任せる｣12 事業所(57.1%)が最も多く、

｢現職のまま(社会人として)進学を奨励したい｣8 事業所(38.1%)、｢わからない｣1 事業所

(4.8%)と続いている。 
また、dif(関心層での比率－全体平均での比率)では、関心層と進学の奨励で｢現職のま

ま(社会人として)進学を奨励したい｣と回答した層に高い相関性が、｢本人の意思に任せ

る｣と回答した層にもやや相関性がみられる。 
 
 

Q6)進学奨励と Q5)-1 採用意向の相関性 
単位：（事業所）（%） 

 
上記は、表頭(表の上側)に｢Q5)-1 札幌保健医療大学大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程(仮称)修了生の

採用意向｣を尋ねた質問の回答を記載。 

それぞれの回答者の中での、回答数と構成比(%)を記載した。 
構成比(%)は表頭の「調査数」が 100%となるように計算。 
*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 
*未回答・無効回答を除いて集計 
*dif＝関心層での比率－全体平均での比率 

 
  

Q6)進学の奨励 ｄｉｆ

調査数 34 100.0% 9 100.0% 12 100.0% 21 100.0% 13 100.0% 0 0.0%

現職のまま（社会人として）進学を奨励したい 9 26.5% 5 55.6% 3 25.0% 8 38.1% 11.6% 1 7.7% 0 0.0%

研修制度・休職制度などを利用させ進学を奨励したい 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

本人の意思に任せる 18 52.9% 4 44.4% 8 66.7% 12 57.1% 4.2% 6 46.2% 0 0.0%

進学を奨励する予定はない 3 8.8% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% -8.8% 3 23.1% 0 0.0%

わからない 4 11.8% 0 0.0% 1 8.3% 1 4.8% -7.0% 3 23.1% 0 0.0%

どちらともいえない 採用しない全体平均 採用したい 採用を検討したい 関心層
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5．採用需要推計 
札幌保健医療大学｢大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程(仮称)｣修了生の採用

需要推計 
看護札幌保健医療大学｢大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程(仮称))｣修了生

が採用される可能性のある人数は下記のとおり。 

 

 
実際に採用に至るか否かについては、就職希望者個人の人格や能力が大きく影響するこ

とから、ここでは｢採用したい｣に加えて｢採用を検討したい｣までを採用需要として定義す

る。上記の採用意向で人数が未回答であった事業所の採用希望人数を保守的に 1 事業所当

たり 1 人と仮定した場合、推計採用意向人数(採用の可能性のある人数)は下記のとおりと

なる。 
 

 

 
調査結果に基づく札幌保健医療大学｢大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程

(仮称)｣修了生の推計採用意向人数は、｢採用したい｣のみで 21 人となり入学定員(5 人)の
4.2 倍、｢採用を検討したい｣まで含めると 37 人で入学定員(5 人)の 7.4 倍となる。 

以上から、札幌保健医療大学｢大学院保健医療学研究科保健医療学専攻修士課程(仮称)｣
修了生に対する一定の採用需要があるといえる。 
  

Q5）採用意向
採用したい　　  9事業所→計21人 0事業所→未回答
採用を検討したい 12事業所→計15人 1事業所→未回答

採用希望人数内訳（人）

Q5）採用意向 採用希望人数内訳（人）
採用したい  9事業所 9事業所21人+0事業所0人=21人
採用を検討したい  12事業所 12事業所15人+1事業所1人=16人

合計 37人
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6．補記 
アンケート説明文 1/2 
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アンケート説明文 2/2 
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アンケート調査票 1/2 
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アンケート調査票 2/2 
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